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静岡地学 59号 (1989)

の花粉分析*

加藤国雄料

1 .はじめに

に散布された花粉と胞子は、直接あるいは間接に水域にも運ばれ、水底に堆積する。一般的に

をもっマツ属 (Pinus)花粉やトライレート型胞子は優れた浮遊力をもっと言われている O 海域に

おける花粉@胞子の動態については、中村@黒田 e満塩 (1974)、松下 (1981、1982)等の研究がある O

しかし、淡水域、特に小規模な湖沼における報告は少ない。筆者は伊東市一碧湖の表層堆積物中の花

粉分析を行い、出現頻度の高い樹穏について花粉の水平分布を調べた。ここにその結果を紹介する O

、直径約 500mの小規模なほぼ円形の淡水湖である O ポートから巻尺に重りをつけて深度

を測定したところ、最深部 (ST.2 )の葺九~~'c'-死一一一/ノノ}一

は5.6mであった。そのほかの地

の深度は、最深部からまわりの湖岸

に近づくほど浅く、湖全体の地形は

り鉢状であるO 湖の南側に謂れJf[があ

り、西イ員立に排水のための溝(幅約 3m) 

があり、東側の東大池という沼地には

約 5r訟の水路(大部分が土砂

まっている〉でつながっている O

は静かで湖底堆積物をかき乱すよう

水流はない。湖の周囲はクヌギ不末、マ

ツ@スギ@ヒノキの植林と、竹林から

なる O また、

科 (Cy開 raceae)

分布している O

2 .試季五社方法

分析話料に用い 物

1987年目月に S仁1~St. 5をプレー

ガーコアラーにより、さらに 1988

12月にSt.6 ~St. 8を塩化ピニルパ

イプにより
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取した(図 1) 0 分析に供した試料は、いずれも主として灰黒色のシルトと粘土から成っており、

2 cm以内の堆積物である O 隣接する東大地海岸、地下8.0mからカワゴ平軽石 (2800y. B. P.)が見

つかっている(田原@杉原@叶内@中村@大類@横山@藤森、 1983) ことから、この付近の湖成層の

堆積速度は約 3.0mm/yearと見積もられる O 一碧湖においても同様の堆積条件と考えれば、圧密作

用を受けていない表層堆積物2cmの試料は、長くとも 7年間以内に土産積したものと推定される O

試料は風乾後砕き、そのうち 0.4~0.8 gをアセトリシス処理-ZnClz比重分離を行い、グリ

セリンゼ、リーに封じた(加藤、 1987)0乾泥 1g中の総花粉@胞子数をできるだけ正確に求めるため、

マイク口ピペット (50μf市販品)を用いた。また、検鏡は 100倍で行い、必要に応じて 400倍で観

察した。プレパラート内部での花粉粒の片よりがあるので、いずれの試料についてもプレパラート l

枚に含まれる全ての花粉@胞子の数を数えた。その結果、木本@革本@シダ胞子を合わせた総数は、

各試料について 400 粒~850 粒の範囲に入った。

3.結果と考察

花粉@胞子の組成を総花粉 e胞子数に対する百分率で示した(表 1) 0 なお、 Cηρtomeria-C-Tはス

(Cηφtomeria)ーイチイ科 (Taxaceae)ーヒノキ科(Cupressaceae)ーイヌガヤ科(Cephalotaxa-

の花粉分析結果(%)

St. No. St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 St. 7 St. 8 Average 

Arboreal Pollen (AP) 61.5 67.6 61.3 51.1 60.3 57.5 55.7 64.6 60.1 

Pinus 21.4 22.7 20.7 11. 9 19.4 17.0 14.4 13.3 17.8 

Abi，ω 0.4 0.0 0.0 0.5 0.2 0.0 0.0 0.5 0.2 

Tsuga 0.4 0.3 0.5 0.5 0.2 0.0 0.3 0.2 0.3 

Cryφtomeria-C-T 26.0 28.7 22.9 25.9 23.2 25.9 32.0 30.2 27.2 

Cαrpinus-Ostrya 0.6 0.9 1.0 0.5 1.1 0.6 0.3 1.7 0.8 

Alnus 3.1 2.8 2.5 1.5 2.9 0.9 0.9 2.5 2.0 

Ulmus-Zelkova 0.6 1.2 1.0 0.0 1.1 0.5 0.4 1.2 0.7 

Quercus 7.5 8.9 11.8 9.6 11. 9 9.5 5.7 10.3 9.2 

Castanea-Castano戸sis 0.0 0.8 0.7 0.2 0.0 1.0 1.2 2.9 0.9 

Others 1.5 1.3 0.2 0.5 0.2 2.2 0.6 1.7 1.1 

Herbaceous Pollen (HP) 5.2 3.1 2.5 2.5 3.3 1.0 1.6 0.7 2.4 

Gramineae 4.2 2.2 1.7 1.7 1.5 0.4 0.6 0.2 1.5 

Compositae 0.2 0.4 0.2 0.0 1.3 0.2 0.7 0.5 0.5 

Artemisia 0.2 0.1 0.0 0.5 0.4 0.0 0.3 0.0 0.2 

Others 0.6 0.4 0.5 0.2 0.0 0.4 0.0 0.0 0.3 

Fern Spore (FS) 0.8 0.4 0.5 1.2 0.0 0.4 1.3 0.5 0.6 

FS (Trilete) 0.8 0.1 0.5 0.7 0.0 0.0 0.6 0.2 0.3 

FS (Monolete) 0.0 0.3 0.0 0.5 0.0 0.4 0.7 0.2 0.3 

lndeterminable 32.4 28.9 35.7 45.2 36.4 41.1 41.3 34.2 36.8 

Total ratio 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

Total number 103)/乾泥19 102 165 93 62 83 120 83 76 96 
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静岡地学第59号 (1989)

ceae)を表し、区別できなかった科@属はハイフンを用いて表した。一般的にコナラ属 (Quercus)の

花粉は、大きさと表面の特徴からカシ類とナラ類に分けられる O 検出された Quercusの大部分は大き

さが30μm程度であることからナラ類であると考えられる(湖岸のクヌギ林に由来するのであろう)。ま

た、未決定花粉が 30~45%程度含まれるが、その半分以上は分解と変形により特徴が明瞭でなくなっ

たものであるO 残りは特徴は明瞭であったが同定できなかった。未決定花粉の多くは、大きさと表面

の模様から、 Cry戸tomeriaであろうと忠われる O 出現率の高い Pinus，Cη戸tomeria-C-T，Quercus花

粉について以下の結果と考察を述べる O

(1) 花粉粒の水平分布(総花粉@胞子数)

総花粉@胞子数の分布を図2に、出現率が高い Pinus，Cηptomeria-C-T， Quercus花粉数の水平

分布を図 3a cに示す。いず、れの分布ノfターンも関心円状に近く、最深部の St.2で最も多くの花

粉が検出された。花粉の供給源より

遠いはずの湖央部に多くの花粉粒が

まっているO 従って、湖面に供給

された花粉粒が、湖岸付近より湖央

に向かつて水中を されたことが

わかった。

(2) 

どの土由点においても

倒的 となり、その

Pinus， CηJptomeria-C-T， Quercus 

である O これはおおよそまわりの

を反映している O さらに、

本の中でも Pinus，Cryptomeria C 

に多く生えている-Tの

Quercz誌

を

出

わち花粉

よりも

いて、 Pinus，C;乃Jlうtomer伽

ia-C-Tの方が Quercusより過大に

されている O これは Pinus，

Cη?おmeria-C-Tの方が Quercus

よりも るこ

とによるものと考えられる O その飽

としては、 Alnus， Car“ 

pinus -Ostrz'aが低率ながらすべ

し

に牛&えている Cyper-

は

@ 
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aceaeの花粉はほとんど検出されな

かった。この結果より、東大池から

一碧湖の中央深部までは花粉を運搬

するような水流はないと考えられる。

(3) Pinus花粉の特性

図4に示すように、Pinus花粉の出

現率(%)は湖央において高率である O

また、 Pinus，Cηφtomeria-C-T， 

Quercus花粉の出現率について総花

粉@胞子数との関係を図5aに、深

度との関係を図 5bに示す。 3つの

樹種を比較すると、 Pinus花粉の出

現率と総花粉@胞子数が最も大きな

正の相関を示している。従って、本

湖において Pinus花粉が他の花粉

以上に湖央部に流されやすいと言え

るO これは、最初に述べたように、

Pinzお花粉は優れた浮遊力を有する

というこれまでの見解と一致する O

しかし、滋賀県余呉海の場合、

Pinus花粉と木本花粉の総数の比と

深度は負の相関になることが報告さ

れている(辻、 1979)0余呉湖と

湖は共に山間部の小規模な湖である

にもかかわらず、調査結果に逆の傾

向が見ちれる原因はまだわからな

い。これを解決するために、流入す

る河川を有する小規模な湖で同様の

調査をし、一碧湖の場合と比較検討

してみたい。

4. 遣とめ

において、花粉粒は湖央部に

している O 乾泥 1g中の総花粉@

胞子数が多い程Pinus花粉の出現率

は高い。以上より Pinus花粉は他の花
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